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沿革
1875 （明治8年） ●  草倉銅山（新潟県）の

経営を開始（創業）

1877 （明治10年） ●  足尾銅山（栃木県）の経営を開始
1896 （明治29年） ●   足尾銅山、鉱害予防工事命令
1897 （明治30年） ●  足尾銅山、予防工事完了
1900 （明治33年） ●  足尾銅山に機械工場を設置し、機械部門へ進出
1905 （明治38年） ●   個人経営から会社組織に変更し、古河鉱業会社とする
1911 （明治44年） ●  古河合名会社に組織を

変更

1918 （大正7年） ●   古河合名会社の
鉱山部門を独立して
古河鉱業（株）
を設立

1941 （昭和16年） ●  古河合名会社と古河鉱業（株）が合併、古河鉱業（株）とし
て現在の形態となる

1944 （昭和19年） ●   小山工場を建設
●   大阪製錬（株）を買収して化学部門へ進出

1954 （昭和29年） ●   フィンランドの
オートクンプ社から
自熔製錬技術を導入

1971 （昭和46年） ●   「環境管理委員会規程」制定
●   機械部門に吉井工場を建設

1972 （昭和47年） ●   「環境法規委員会規程」制定
●  電子材料部門にいわき工場、日野研究所を建設

1973 （昭和48年） ●   壬生工場を建設
1987 （昭和62年） ●  土地業務部を「環境業務部」へ改称

●   「開発委員会規程」制定
●  （株）ユニック（トラック
クレーン製造）を買収、
同社製造部門を譲り受け
当社佐倉工場とする

1989 （平成元年） ●   社名を「古河鉱業（株）」から「古河機械金属（株）」に変更
1993 （平成5年） ●   「環境保全に関する基本方針」制定

●   「製品安全委員会規程」制定
1999 （平成11年） ●   素材総合研究所を

茨城県つくば市に移転

2000 （平成12年） ●   商品研究所および技術研究所を新設
2001 （平成13年） ●   「危機管理委員会規程」制定

●  ユニック本部佐倉工場でISO14001認証取得
2002 （平成14年） ●   いわき工場で金属ヒ素のリサイクルを開始

●   環境業務部を「環境保安管理部」へ改称
●   機械本部小山工場でISO14001認証取得
●  「環境管理基本理念」および「環境保全行動方針」制定
●   半導体装置事業室を新設

2003 （平成15年） ●  環境報告書発行（初版）以降年次発行
●  環境保全業務担当者会議を開始
●  古河機械金属（株）環境保安管理部による全事業所の「環
境保全監査」開始

●   「グリーン購入推進ガイドライン」制定
●  古河不動産（株）を合併し、不動産本部を設立

2004 （平成16年） ●   電子材料本部素材総合研究所でISO14001認証取得
●  開発機械本部高崎工場・
吉井工場でISO14001
認証取得

●  「製品安全委員会規程」改正

●  「危機管理委員会規程」を
「危機管理・コンプライアンス
委員会規程」に改定

●   金属製錬事業を会社分割し、
古河メタルリソース（株）を設立

2005 （平成17年） ●   化成品本部大阪工場でISO14001認証取得
●   電子材料本部いわき工場でISO14001認証取得
●   「個人情報保護方針」制定
●  「機械事業」「金属事業」「電子化成品事業」を会社分割に
より分社し、古河機械金属グループとしての経営体制へ
移行

●  監査室の新設
●  「環境管理委員会規程」改正
●   「環境法規委員会規程」改正
●   「危機管理・コンプライアンス委員会規程」改定
●  「内部通報制度」制定
●   「開発委員会規程」改正

2006 （平成18年） ●   「古河掛水倶楽部」
国登録文化財

●   群馬環境リサイクルセンター（株）（医療廃棄物処理
施設）操業開始

●   「古河機械金属グループ製品安全委員会規程」制定

2007 （平成19年） ●   「環境・安全監査理念・指針」制定
●   「労働安全衛生基本理念・労働安全衛生方針」制定
●   「輸出管理規程および輸出管理規程運用細則」制定
●   「足尾銅山関連遺産」他経済産業省より近代化産業遺産
に認定

●  「グリーン購入推進ガイドライン」改正
●  トラック搭載型クレーン「U-can ECO」2007年度省エ
ネ大賞の「省エネルギーセンター会長賞」を受賞

●   気流式微粉末製造装置「ドリームミルシリーズ」2007年
度新機械振興賞「機械振興協会会長賞」を受賞

2008 （平成20年） ●   足尾銅山跡「宇都野火薬庫跡」、「通洞坑」国指定史跡
●  古河産機システムズ（株）が古河大塚鉄工（株）を吸収合併
●   「ナイトライド事業室」を発足
●  「燃料事業」を会社分割（簡易吸収分割）し、古河コマー
ス（株）に承継

2009 （平成21年） ●  ナイトライド事業室開発拠点を栃木県小山市に集約
●  （株）トウペを連結子会社化

2010 （平成22年） ●  群馬環境リサイクルセンター（株）でISO14001認証
取得

●   「足尾銅山掛水重役役宅」6棟 栃木県指定有形文化財
●  電動式ユニッククレーン「U-can ECO-EV」を新開発
●   「開発委員会規程」改正
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